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～報告の構成～

１．背景

２．日本語教育小委員会とその審議経過報告

３．標準的なカリキュラム案

４．具体的な内容

５．今後の予定



１ー１ 背景（外国人登録者数の推移）

１

※出典：法務省調べ
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２ー１ 背景（国内における日本語教育の現状）

２

※出典：文化庁「国内の日本語教育の概要」
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２ー３ 背景（人口推計）

３

※出典：国立社会保障・人口問題研究所より



２ー１ 日本語教育小委員会とその審議経過報告

４

○文化審議会国語分科会日本語教育小委員会
→平成１９年７月に設置

○これまでの検討事項

①体制整備・連携推進について

②日本語教育の内容の改善について
（現在も検討中）



２ー２ 日本語教育小委員会とその審議経過報告２

５

①体制整備・連携推進について
→国・都道府県・市町村の役割分担を明示

主体 役割分担の内容

国 日本語教育の目標及び標準的な内容・
方法，体制整備の在り方，評価の方法
等についての指針…

都道府県 域内の実情に応じた日本語教育の体制
整備，内容等の検討・調整…

市町村 日本語教育の内容等の具体化，地域に
おける指導者の養成…



６

標準的な日本語教
育の内容・方法を

提示

域内の実情に応
じて日本語教育
の体制・内容を

検討・調整

現場の実情に
沿って具体的に
日本語教育の内
容を編成・実施

①体制整備・連携推進について
（日本語教育の内容に関する部分のみ）

２ー３ 日本語教育小委員会とその審議経過報告３



７

標準的なカリキュラム案の開発

→日本語教育の内容の改善を目指し，

日本語教育の標準的な内容を具体的に示す

２ー４ 日本語教育小委員会とその審議経過報告４



８

Ⅰ 標準的なカリキュラム案の開発過程
Ⅱ 標準的なカリキュラム案の内容について
Ⅲ 今後の課題

Ⅳ 「生活者としての外国人」に対する
日本語教育の標準的なカリキュラム案

Ⅴ 標準的なカリキュラム案の活用例（実践例）

別紙Ⅰ 情報リソース
別紙Ⅱ 基礎資料

報告書

本体

有効に活用するための情報
作成過程の資料

３ー１ 標準的なカリキュラム案（目次）



９

「生活者としての外国人」に対する日本語教育の目的

言語・文化の相互尊重を前提としながら，「生

活者としての外国人」が日本語で意思疎通を図り

生活できるようになること

【１１ページ】

３ー２ 標準的なカリキュラム案（目的）



１０

【１１ページ】

「生活者としての外国人」に対する日本語教育の目標

日本語を使って…

①健康かつ安全に生活を送ることができる

②自立した生活を送ることができる

③相互理解を図り，社会の一員として生活を送る
ことができる

④文化的な生活を送ることができる

ようにすること

３ー３ 標準的なカリキュラム案（目標）



１１

１ 標準的なカリキュラム案で扱う

生活上の行為の事例

２ 生活上の行為の事例に対応する

学習項目の要素

３ 社会・文化的情報

標準的なカリキュラム案の構成

【１１ページ】

３ー４ 標準的なカリキュラム案（構成）



１２

・単位数により，時間配分の目安を表示

１ 標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為の事例

【１２～１３ページ】

４ー１ 具体的な内容（生活上の行為の事例）

①基本的な生活上の基盤を形成

②安全にかかわり緊急性がある

③日本語のやり取りが複雑ではない

・来日間もない外国人に必要な１２１事例



１３

①能力記述

②場面（場所，相手，状況・動機）

③やり取りの例

④機能

⑤文法

⑥語彙

⑦４技能

２ 生活上の行為の事例に対応する学習項目の要素

【１４～９３ページ】

やり取りの例に含まれるもの

具体的な達成目標

４ー２ 具体的な内容（学習項目の要素）



１４

・１７事例

・基本的な生活基盤を形成するため，又は安全に

かかわり緊急性があるため，情報として知ってお

く必要があると考えられるもの

３ 社会・文化的情報

【９４～９８ページ】

４ー３ 具体的な内容（社会文化的情報）



１５

・自治体の日本語教育担当者を一義的な

利用者として想定

・日本語教育のプログラムを組み立てる際の

素材のリスト

標準的なカリキュラム案とは…

４ー４ 具体的な内容（まとめ）



１６

標準的なカリ
キュラム案

具体的な日本語教育
プログラム

選択と工夫

（素材のリスト）

４ー５ 具体的な内容（まとめのイメージ）



（１）学習内容について検討
①取り上げる生活上の行為の選択
②言語事項／社会文化的情報の選択
と工夫

（２）学習順序について検討
・学習者の生活課題・ニーズから学習順序を設定

（３）学習時間について検討
・学習内容に掛かる時間を想定し，設定

（４）指導者・協力者について検討
①協力者との協力体制について検討

（５）活動方法について検討
①目標達成のための教室活動の方法
②教材
③評価について検討

対話による相
互理解の促進

行動・体験中
心の教室活動

専門家・市民
の協力と参加

１ 域内の外国人の状
況・ニーズ，地域のリ

ソース等の把握

２ 日本語教室の目的や設置
場所等についての検討

３ 具体的な日本語教
育プログラムの作成

プログラムの
見直し

各地域の実情に応じた
日本語教育の実施

（１）対象とする学習者の属性や数の把握
・レディネス，漢字圏かどうか，学習適性，家族形態，在留資格など

（２）生活課題の把握
（３）地域のリソースの把握

（１）日本語教室の目的をまとめる

（２）学習者のニーズ，地域のリソースに
基づいた教室の設置
①地域課題，域内の外国人の状況に対応した
日本語教室の設置。
②行政関係機関との連絡調整。

教育内容の選択と工夫

教育内容の
選択と工夫

１７

４ー５ 具体的な日本語教育プログラムの作成手順
（案）…イメージ



１８

日本語教育小委員会の今後の予定

①地域の実情・学習者のニーズに応じた具体的な

日本語教育プログラムの作成方法について検討

②教材例の作成

③日本語能力の評価について検討

５ー１ 今後の予定（１）



１９

・指導方法

→Ⅴ 標準的なカリキュラム案の活用例（実践例）
【９９ページ～１０７ページ】

・活用方法

→別紙Ⅰ 情報リソース
【１０９ページ～１１２ページ】

標準的なカリキュラム案で
「今後の予定」を先取りしている部分

５ー２ 今後の予定（２）



２０

・別紙Ⅱ 基礎資料

→生活上の行為の分類一覧【１１９ページ】

→生活上の行為の事例の整理
【１２１ページ～１５４ページ】

生活上の行為の全体像

６ 補足




